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限りある資源「水」を大切に限りある資源「水」を大切に
特集特集 2～3面

駆け抜ける駆け抜ける 　第12回ＪＢＣＦ石川サイクルロードレース東日本大震
災復興支援大会は7月14日、石川町・浅川町周回コース
で行われ、迫力あるレースが繰り広げられました。選手
は沿道の声援を受けながらコースを駆け抜けました。

【写真上】激走する選手たち
【写真下】地域の方が選手や来場者に餅やうどんを振る
舞いました。
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蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
簡
単
に
出
て
く
る
水
。
私
た
ち
に
と
っ

て
水
は
身
近
な
も
の
で
あ
り
、
水
が
出
る
と
い
う
こ
と
は

当
た
り
前
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
普
段
の
生
活
で
何
気
な
く
水
を
使
っ
て
い
る
た
め
、
水

は
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
水
は
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
月
号
で
は
限
り
あ
る
資
源
、
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
水
の
惑
星
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
地
球
上

に
は
た
く
さ
ん
の
水
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
の
約
97
・
5
％
が
海
水
で
、

淡
水
は
2
・
5
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
淡
水
の
多
く
は
南
極
や
北
極
の

氷
や
氷
河
と
し
て
存
在
し
、
地
下
水
や

河
川
、
湖
沼
の
水
と
し
て
存
在
す
る
淡

水
の
量
は
地
球
上
の
約
0
・
8
％
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
そ
の
限
ら
れ

た
水
を
使
用
し
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　
水
は
飲
料
水
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

調
理
、
洗
濯
、
風
呂
、
掃
除
、
ト
イ
レ

な
ど
多
様
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
家
庭

で
の
水
の
使
途
は
円
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
水
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

生
活
に
欠
か
せ
な
い
水

　
私
た
ち
が
一
日
で
使
用
す
る
水
の
量

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
国
土
交
通
省
の

調
べ
に
よ
る
と
平
成
21
年
に
お
い
て
、

生
活
用
水
※
の
一
人
一
日
平
均
使
用
量

は
2
9
6
リ
ッ
ト
ル
に
な
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
農
業
用
水
や
工
業
用
水
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
大
量
の
水
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

（
※
家
庭
で
使
用
す
る
も
の
の
ほ
か
飲

食
店
、
デ
パ
ー
ト
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
営

業
用
水
、
事
業
所
用
水
、
公
園
の
噴
水
、

公
衆
ト
イ
レ
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
）目的別家庭用水使用量の割合

（東京都水道局調べ　2006年）

限
り
あ
る
資
源

「
水
」を
大
切
に

トイレ
28%

風呂
24%

炊事
23%

洗濯
16%

洗面・
その他
9%
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安
全
・
安
心
な

水
道
水
が
で
き
る
ま
で

　
石
川
町
の
水
道
水
は
、
千
五
沢
ダ
ム

（
母
畑
ダ
ム
）
か
ら
取
水
し
て
い
ま
す
が
、

ダ
ム
か
ら
取
り
入
れ
た
原
水
は
そ
の
ま

ま
飲
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
浄
水
場

で
き
れ
い
な
水
を
つ
く
り
、
水
道
管
を

通
っ
て
蛇
口
ま
で
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
き
れ
い
で
安
全
な
水
道
水
を

供
給
す
る
た
め
、
50
項
目
に
も
の
ぼ
る

水
質
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
石
川
町
の
水
道
水
は
す
べ
て
の
水
質

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
適
正
な
浄
水
処
理
を
行
い
、
安
全
・

安
心
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

①千五沢ダム②母畑浄水場

③配水施設（配水池）

④配水施設（ポンプ場）

給水

自然流下で
給水できない
場所はポンプを
使います

取水した原水に
凝集剤や塩素剤を
添加し、ろ過する
ことで、きれいに
します

きれいになった
水を貯え、自然
流下によって
給水します

ダムから
取水します

●
水
は
こ
ま
め
に
止
め
ま
し
ょ
う

　
蛇
口
か
ら
流
れ
る
水
は
思
っ
た
よ
り

も
ず
っ
と
量
が
多
く
、
毎
分
約
12
リ
ッ

ト
ル
も
の
量
が
流
れ
ま
す
。

　
水
道
を
こ
ま
め
に
止
め
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
１
世
帯
あ
た
り
年
間
約

７
万
５
千
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
節
約
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
歯
磨
き
を
す
る
と
き
、

コ
ッ
プ
に
水
を
く
む
こ
と
で
約
０・６

リ
ッ
ト
ル
で
済
み
、
流
し
っ
ぱ
な
し
に

比
べ
て
約
5
リ
ッ
ト
ル
の
節
水
が
で
き

ま
す
。

●
風
呂
の
残
り
湯
は
す
ぐ
捨
て
ず
に
再

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
日
本
の
一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い

る
浴
槽
に
は
約
2
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
水

が
入
り
ま
す
。
残
り
湯
は
す
ぐ
に
捨
て

ず
に
、
洗
濯
、
掃
除
、
散
水
な
ど
工
夫

し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
大
小
レ
バ
ー
を
使
い
分
け
ま
し
ょ
う

　
家
庭
で
は
ト
イ
レ
に
一
番
多
く
水
を

使
っ
て
い
ま
す
。
大
小
レ
バ
ー
を
適
切

に
使
い
分
け
る
こ
と
で
節
水
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

水が給水されるまで

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

上
手
に
水
を
使
っ
て
節
水
！
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さ
ら
な
る
信
頼
回
復
へ
!!

25
年
産
米
も
全
袋
検
査
を
実
施
し
ま
す

　
昨
年
福
島
県
は
、
県
産
米
の
安
全
性
確
保
の
た
め
に
、
県
内
で
生
産
さ
れ
た
全
て

の
米
を
検
査
す
る
全
量
全
袋
検
査
（
全
袋
検
査
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
石
川
町
で
も
、

ふ
く
し
ま
の
恵
み
安
全
対
策
石
川
町
協
議
会
（
会
長　
加
納
武
夫
）
を
設
立
し
、
2

か
所
の
検
査
所
で
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
農
家
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
当
初

懸
念
さ
れ
て
い
た
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
概
ね
検
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
全
袋
検
査
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
の
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
福
島
県
産
の
農
林
水
産
物
は
、
未
だ
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
る
風
評
被
害
が
続
い
て
い
ま
す
。
24
年
産
米
の
検
査
同
様
、
全
て
の
米
の
検
査

を
受
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
産
米
の
安
全
が

確
認
で
き
ま
し
た

　
石
川
町
の
24
年
産
米
の
全
袋
検
査
は
、

約
15
万
9
千
袋
の
検
査
を
終
え
、
99
・
98

パ
ー
セ
ン
ト
の
米
が
25
Ｂｑ
/
㎏
未
満
と

な
り
ま
し
た
。
25
Ｂｑ
/
㎏
以
上
の
米
が

25
袋
、
最
大
30
Ｂｑ
/
㎏
の
米
が
1
袋
あ

り
ま
し
た
が
、
25
Ｂｑ
/
㎏
以
上
の
米
は

わ
ず
か
0
・
02
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
り
、

石
川
町
で
生
産
さ
れ
た
米
の
安
全
性
が
立

証
さ
れ
ま
し
た
。　

検
査
結
果
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

　
全
袋
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
米
袋

の
識
別
番
号
ご
と
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

食
品
衛
生
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
一
般
食

品
の
基
準
値
（
１
0
0
Ｂｑ
/
㎏
）
を
下

回
っ
て
い
る
旨
、
識
別
番
号
、
検
査
結
果

の
数
値
（
参
考
値
）、
検
査
年
月
日
な
ど

を
公
表
し
、
消
費
者
が
福
島
県
産
米
の
安

全
性
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
石
川
町
産
の
検
査
数
量
や
検
査

結
果
の
内
訳
も
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
自

分
の
米
の
検
査
結
果
を
確
認
し
た
い
場
合

や
、
全
袋
検
査
の
進
捗
状
況
等
を
確
認
し

た
い
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

https://fukum
egu.org/ok/

m
ieru/

　
検
索
す
る
場
合
は
、

「
ふ
く
し
ま
の
恵
み
安
全
対
策
協
議
会
」

で
検
索

石川町の２４年産米の全袋検査結果
（平成25年7月5日現在）

24
年
産
米
は
現
在
も

検
査
を
受
け
付
け
ま
す

　
ま
だ
、
全
袋
検
査
を
受
け
て
い
な
い
24

年
産
米
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
査
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
24
年
産
米
の

検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
産
業
振
興

課
農
政
係
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

（単位：袋（30kg））
25Bq/kg
未満

25～50
Bq/kg

51～75
Bq/kg

76～100
Bq/kg

100Bq/
kg超過

158,467 25 0 0 0
99.98％ 0.02％ 0.00％ 0.00％ 0.00％
●検査実施日
　平成24年9月19日～平成25年7月5日
●合計検査数量
　158,492袋
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福
島
県
産
米
の
信
頼
を

取
り
戻
す
た
め
に
！

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

25
年
産
米
も

検
査
を
実
施
し
ま
す

ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
が

変
わ
り
ま
し
た

精
米
後
販
売
す
る
時
は

精
米
袋
用
ラ
ベ
ル
を
!!

生
産
者
ラ
ベ
ル
は

９
月
中
旬
に
配
付

２
か
所
の
検
査
所
で

検
査
を
実
施

　
収
穫
し
た
米
袋
に
貼
る
生
産
者
バ
ー
コ

ー
ド
ラ
ベ
ル
は
、
昨
年
の
検
査
実
績
、
農

業
共
済
の
細
目
書
、
水
田
台
帳
か
ら
枚
数

を
算
出
し
、
9
月
中
旬
に
配
付
す
る
予
定

で
す
。

　
水
稲
を
作
付
け
さ
れ
て
い
る
方
で
9
月

中
旬
に
な
っ
て
も
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
が

届
か
な
い
方
は
、
産
業
振
興
課
農
政
係
に

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　
25
年
産
米
の
全
袋
検
査
で
は
、
24
年
産

米
と
区
別
で
き
る
よ
う
に
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ

イ
ン
が
変
わ
り
ま
す
。

　
生
産
者
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
は
、
昨
年

よ
り
大
き
く
な
り
「
25
年
産
」
の
標
記
が

加
わ
り
ま
し
た
。

　
検
査
済
ラ
ベ
ル
も
、
24
年
産
と
区
別
で

き
る
よ
う
に
昨
年
の
青
を
基
調
と
し
た
デ

ザ
イ
ン
か
ら
ピ
ン
ク
の
デ
ザ
イ
ン
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
昨
年
使
用
し
た
生
産
者
バ
ー
コ

ー
ド
ラ
ベ
ル
は
25
年
産
米
に
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
昨
年
配
付
さ
れ
た
バ
ー
コ

ー
ド
ラ
ベ
ル
が
残
っ
て
い
る
方
は
、
貼
り

間
違
え
な
い
よ
う
に
25
年
産
米
の
収
穫
前

に
廃
棄
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
福
島
県
で
は
、
消
費
者
が
安
心
し
て
県

産
米
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
、
県
産
米

１
0
0
％
の
精
米
袋
に
、
検
査
実
施
済
の

県
産
玄
米
を
使
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
ラ

ベ
ル
を
貼
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

精
米
袋
用
ラ
ベ
ル
は
、
精
米
業
者
や
小
売

業
者
の
ほ
か
、
直
接
消
費
者
へ
精
米
を
販

売
す
る
農
家
の
皆
さ
ん
に
も
配
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
全
袋
検
査
受
検
後
、
小
分
け

し
て
販
売
す
る
場
合
な
ど
精
米
袋
用
ラ
ベ

ル
が
必
要
な
方
は
、
ふ
く
し
ま
の
恵
み
安

全
対
策
協
議
会
（
福
島
県
環
境
保
全
農
業

課
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
精
米
袋
用
ラ
ベ
ル
は
無
償
で
配

付
し
ま
す
が
、
農
産
物
検
査
（
等
級
検
査
）

の
受
検
が
必
要
で
す
。

●
精
米
袋
用
ラ
ベ
ル
お
申
し
込
み
先

ふ
く
し
ま
の
恵
み
安
全
対
策
協
議
会

☎
0
2
4
ı
５
2
１
ı
8
4
4
6

　
25
年
産
米
の
検
査
体
制
は
、
昨
年
度
と

同
様
に
2
か
所
の
検
査
所
で
実
施
し
ま
す
。
　

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
直
接
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
く
保
有
米
と
、
商
系
業
者
が
集
荷

す
る
米
に
つ
い
て
は
「
米
の
全
袋
検
査
所

（
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川
・
石
川
営
農
生
活

セ
ン
タ
ー
内
倉
庫
）」
で
検
査
を
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
が
集
荷
す
る
米
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ａ
谷
津
倉
庫
で
検
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
25
年
産
米
に
つ
い
て
も
、
昨
年
同
様
に

全
袋
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
全
袋
検
査
は
、
県
内
で
生
産
さ
れ
た
全

て
の
米
が
対
象
と
な
り
、
家
庭
で
食
べ
る

「
自
己
保
有
米
」、
親
戚
等
に
贈
答
す
る

「
縁
故
米
」、「
飼
料
用
米
」、
今
年
度
か
ら

取
り
組
み
を
始
め
た
「
政
府
備
蓄
米
」、

「
加
工
用
米
」、「
く
ず
米
」
な
ど
生
産
さ

れ
た
全
て
が
検
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
検
査
漏
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
忘
れ

ず
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

25 年産米のラベルのデザイン

生産者バーコードラベル検査済みラベル精米袋用ラベル

お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
農
政
係

　
☎
2
6－

9
１
2
6
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乳がん・子宮頸がん・大腸がん検診、骨粗しょう症検診のお知らせ
　●「受診券」の申込期限　平成26年1月31日まで
　●検診当日持参するもの　「受診券」または「無料クーポン券」、個人負担金、
　　　　　　　　　　　　　健康保険被保険者証、医療機関の診察券（お持ちの方のみ）	

大腸がん検診
　●対象者　平成26年3月31日までに40歳以上になる方
　●検診日　平成25年10月10日～10月31日の総合健診時に実施します。
　●受付時間　午前7時30分～9時30分
　●個人負担金　500円（70歳以上の方、生活保護世帯の方は無料）
　●お申し込み方法　今年5月の意向調査で集団検診を希望された方は申し込みの必要はありません。
　　　　　　　　　　保健協力員が8月中に「受診録」と「大腸がん検診容器」をお届けします。
　　　　　　　　　　意向調査で希望されなかった方は、保健センターへお申し込みください。

～がん検診を無料で受けられる「無料クーポン券」をお届けします～
　乳がん・子宮頸がん・大腸がん検診を一人でも多くの方に受診してもらえるよう、対象者へ「無料クーポン券」
を8月中に郵送いたします。

「乳がん検診無料クーポン券」対象者生年月日（女性）
昭和47年4月2日～昭和48年4月1日 昭和42年4月2日～昭和43年4月1日
昭和37年4月2日～昭和38年4月1日 昭和32年4月2日～昭和33年4月1日
昭和27年4月2日～昭和28年4月1日

「子宮頸がん検診無料クーポン券」対象者生年月日（女性）
平成		4年4月2日～平成		5年4月1日 昭和62年4月2日～昭和63年4月1日
昭和57年4月2日～昭和58年4月1日 昭和52年4月2日～昭和53年4月1日
昭和47年4月2日～昭和48年4月1日

「大腸がん検診無料クーポン券」対象者生年月日（男性及び女性）
昭和47年4月2日～昭和48年4月1日 昭和42年4月2日～昭和43年4月1日
昭和37年4月2日～昭和38年4月1日 昭和32年4月2日～昭和33年4月1日
昭和27年4月2日～昭和28年4月1日

お問い合わせ先　保健センター　☎26-8416

骨粗しょう症検診
　骨粗しょう症は、骨がスカスカになり骨折しやすくなる病気です。特に女性は、ホルモンバランスが大き
く変化する閉経後、骨量が急激に減るため、骨粗しょう症になる人の割合が高くなります。若いから大丈夫
と油断せず、検診を受けましょう。
　●対象者　20歳以上の方（男女問わず）
　●日程：当日は子宮頸がん検診を実施しています。骨粗しょう症検診のみ希望の方は下記の時間においで

ください。
検診日 受付時間 場所

平成25年9月26日（木） 午後2時30分～2時45分 中谷自治センター
　　　　	10月4日（金） 午前10時～10時30分 石川共同福祉施設

　●個人負担金　無料
　●測定方法　　踵骨（かかと）に超音波を当て、骨密度を測定します。
　●その他　　　事前の申し込みは必要ありません。
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乳がん・子宮頸がん・大腸がん検診、骨粗しょう症検診のお知らせ
　あなたの健康のために、がんを早期に発見し、早期に治療できるよう、がん検診を定期的に
受けることをおすすめします。『自分の健康は自分で守りましょう。』

乳がん検診
　●対象者　平成26年3月31日までに40歳以上になる偶数年齢の女性の方
　　（ただし、何年も受診していない奇数年齢の方で検診を希望する方は、保健センターへご連絡ください）
【集団検診】
　●検診日　平成25年11月26日（火）、12月3日（火）、12月10日（火）
　　　　　　平成26年1月28日（火）
　●検診場所　保健センター
　●受付時間　午前の部（50歳以上の方）午前9時～10時
　　　　　　　午後の部（すべての対象者の方）午後1時～1時30分
　●個人負担金　1,000円（70歳以上の方、生活保護世帯の方は無料）
　●お申し込み方法　保健センターに9月30日までに、お申し込みください。
　　なお、定員になり次第締め切りますので、お早めにお申し込みください。
【施設検診】
　●検診期間　平成25年9月1日～平成26年2月28日
　●医療機関
　　坪井病院（☎024-946-0808）　総合南東北病院（☎024-934-5322）
　　星総合病院（☎0120-33-4895）
　●個人負担金　1,000円（生活保護世帯の方は無料）
　●お申し込み方法　直接医療機関にお申し込みください。
　　なお、「受診券」が必要になりますので、事前に保健センターでお受け取りください。
　●「受診券」の申込期限　平成26年1月31日まで
　●検診当日持参するもの　「受診券」または「無料クーポン券」、個人負担金、
　　　　　　　　　　　　　健康保険被保険者証、医療機関の診察券（お持ちの方のみ）	
　※次の方は、検診をお受けになれませんのでご了承ください。
　　①乳がんの手術をしている方　　②ペースメーカー、シャントチューブが入っている方
　　③豊胸術を受けている方　　④授乳中の方

子宮頸がん検診
　●対象者　平成26年3月31日までに20歳以上になる偶数年齢の女性の方
　　（ただし、何年も受診していない奇数年齢の方で検診を希望する方は、保健センターへご連絡ください）
【集団検診】
　●日程

検診日 受付時間 場所
平成25年9月26日（木） 午後1時15分～2時 中谷自治センター
　　　　10月	4日（金） 午前8時30分～9時30分 石川共同福祉施設

　●個人負担金　500円（70歳以上の方、生活保護世帯の方は無料）
　●お申し込み方法　今年5月の意向調査で集団検診を希望された方は申し込みの必要はありません。
　　　　　　　　　　保健協力員が8月中に「受診録」をお届けします。意向調査で希望されなかった方は、
　　　　　　　　　　保健センターへお申し込みください。
【施設検診】
　●医療機関　須賀川医師会及び郡山医師会指定の医療機関
　●個人負担金　1,000円（生活保護世帯の方は無料）
　●お申し込み方法　直接医療機関にお申し込みください。なお、「受診券」が必要になりますので、
　　　　　　　　　　事前に保健センターでお受け取りください。
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日創プロニティ株式会社と
工場立地に関する基本協定を調印

　日創プロニティ株式会社（石田利幸代表取締役社長）・石川町工場立地に関する基本協定調印式
は7月16日、八幡屋で行われました。
　日創プロニティ株式会社は福岡県に本社を置き、九州を拠点に金属製品加工品の製造を行っており、
この度初めて東北地方に工場を建設することになりました。
　工場は藤沢工業用地に建設、平成26年4月の操業開始を予定しており、メガソーラー及び産業向
け太陽電池アレイ支持架台、耐火パネルの製造を計画しています。
　調印式では工業立地に関する基本協定書の調印を行った後、加納武夫石川町長が「ものづくりを
通し石川地方の振興、発展に大きくご貢献いただきたい」、石田社長が「今回の縁を大切に一歩一
歩頑張っていきたい」とあいさつ、内堀雅雄福島県副知事が「末永く発展していくことで福島の元
気につながることを期待します」と祝辞を述べました。
　工場の進出に伴い、今後の地域振興が期待されます。

▲製造予定の太陽電池アレイ支持架台 ▲調印式の様子

▲基本協定を調印し手を合わせる（左から）内堀副知事、石田社長、加納町長





●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

広報いしかわ 8 月号 ● 10

鈴木　光一さん（24歳）　●北町

▶次回は、鈴木さんの紹介で吉田　千晴さんです。

職 業▶社会福祉法人桜が丘学園・桜が丘愛生
園で支援者として勤務しています。
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Q 

Q 

Q 

A

A

A
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今、情熱を傾けて取り組んでいることは
何ですか
仕事です。まだまだ分からないことばか
りなので職場に迷惑をかけないように、
日々頑張っています。
将来やってみたいことや夢を聞かせてく
ださい
笑いの絶えない温かい家庭を築きたいで
す。
将来どんな町になって欲しいですか
みんなが安心して暮らせる町になればい
いなと思っています。
最後に理想のタイプは
一緒にいて楽しく、思いやりのある女性
です。

二瓶　沙
さ
羅
ら
ちゃん（1歳）

　　　大
たい
雅
が
くん（3歳）

「これから先楽しい事も辛い事も
いっぱい経験して大きくなってね。」

お父ちゃん・ママより　中野



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
3
人
、
孫
が
4
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
37
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。

思
い
出
と
し
て
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
私
た
ち
夫
婦
と
孫
の
6
人
で
寝
台
特
急

カ
シ
オ
ペ
ア
に
乗
っ
て
北
海
道
へ
旅
行
し
た
こ
と

で
す
。
金
婚
式
の
お
祝
い
で
孫
か
ら
手
紙
を
も
ら

っ
た
の
で
す
が
、
孫
も
カ
シ
オ
ペ
ア
で
行
っ
た
旅

行
が
思
い
出
と
書
い
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
釣
り
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
育
成
会
な

ど
の
仲
間
が
家
に
集
ま
っ
て
お
酒
を
飲
ん
だ
り
カ

ラ
オ
ケ
を
し
た
り
し
た
こ
と
も
よ
い
思
い
出
で
す
。

50
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み

が
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
円
満
で
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ

て
生
活
で
き
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

正
慧
…
旅
行
が
好
き
で
、
友
人
と
テ
ン
ト

を
持
っ
て
出
か
け
た
り
、
北
海
道
を
一
周

し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
植
木
も
好
き
で
す
。

マ
サ
子
…
温
泉
が
好
き
で
す
。
ま
た
、
野
菜
作
り

も
好
き
で
す
。
野
菜
つ
く
り
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に

も
な
り
ま
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

桜
が
一
番
好
き
で
す
。
D
V
D
に
撮
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

新
た
な
企
業
の
誘
致
や
今
あ
る
企
業
が
な

く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

若
い
人
の
居
場
所
を
作
り
、
安
心
し
て
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

A

A

A

A A

Q Q

QQ Q

　今月号では、町民アンケートによる町民ニーズの把握におけ
る重要度、満足度について調査結果に基づき重点的に改善すべ
き施策の一つとされた、産業の分野にある「企業の振興」につ
いて紹介します。
　これまでも、展示会等の出展に対する補助金の交付や立地セ
ミナーの開催など既存企業への支援を行い、新たな企業の誘致
活動として企業、関係機関への訪問、展示会等への参加など積
極的に活動して来ました。

　引き続き、経済の自立的な発展のため、企業誘致や創業支援などによる新産業の創出と中小企業の経営基
盤の強化を進め、震災復興に向けた取り組みとして、ふく
しま産業復興投資促進特区の認定を受けた企業への各種
支援を行っていきます。
　特に誘致活動においては、立地に向けた取り組み強化に
努め、雇用の拡大や新産業の創出など、地域経済への波
及効果が期待できる優良企業の誘致を促進していきます。
　さらに既存企業の経営基盤を強化するため、町内立地
企業向けのセミナーの充実や特区制度の活用など、関係
機関と連携しながら経営改善、人材育成や販路拡大のた
めの支援に努め、中小企業の振興と産業の流出防止を図り
ます。

みんなが主役
既存企業を支援し、新たな雇用を創出協働と循環の

まちの実現に

向けて

石川町
第5次総合計画

氏名：大平　正慧さん（75歳）
　　　　　マサ子さん（72歳）
住所：塩ノ平

家族円満で笑って生活できていることが何よりです

▲立地が決まった石川藤沢工業用地



広報いしかわ 8 月号 ● 12

い
し
か
わ
の
歴
史

故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

25　
自
由
民
権
運
動 

２

�樹齢　推定３5年
�形状寸法　　胸高幹周　2.5～3ｍ
�特記事項
　昭和４8年１2月、地区公民館新築工事完成に伴い翌春、
幼稚園児の記念事業として周辺に植樹されました。毎春、
見事な花を咲かせ地元住民の集いの場として楽しませ
てくれます。
�見頃　４月中旬

野木沢自治センターの桜
中野字水無地内

石川桜めぐり

　
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
６
月
、
河

野
広
中
は
高
知
を
訪
問
し
ま
し
た
。
板

垣
退
助
ら
に
会
い
、
立
志
社
の
活
動
を

学
ん
だ
河
野
は
、
有
志
会
議
に
代
わ
る

組
織
を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
石
陽
社

で
す
。
有
志
会
議
の
書
類
は
明
治
11
年

１
月
18
日
に
引
き
渡
さ
れ
た
の
で
、
こ

の
日
が
石
陽
社
の
事
実
上
の
成
立
日
、

正
式
な
発
足
は
２
月
10
日
で
し
た
。
河

野
は
「
石
陽
社
趣
意
書
草
案
」
で
、

政
府
は
人
民
あ
る
を
も
っ
て
は
じ
め

て
成
り
、
人
民
は
政
府
を
た
て
て
自

ら
安
ん
ず

と
述
べ
、「
主
権
在
民
」
を
主
張
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
当
然
国
会
開
設
を

目
指
し
ま
し
た
。
大
久
保
利
通
を
指
導

者
と
す
る
明
治
政
府
も
、
い
ず
れ
天
皇

の
も
と
で
の
議
会
制
度
の
樹
立
は
さ
け

ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
時
点
で
は
時
期
尚し

ょ
う
そ
う早で
あ
り
、
薩
長

勢
力
を
基
盤
と
し
た
国
家
体
制
の
確
立

を
優
先
す
る
方
針
で
し
た
。

　
石
陽
社
の
社
員
は
区
長
河
野
が
詰
め

る
石
川
会
所
配
下
の
吉
田
光
一
・
鈴
木

荘
右
衛
門
・
酒
井
成せ

い
し師
ら
の
役
人
（
戸

長
な
ど
）、
鈴
木
嘉か

へ
い平
（
高
田
）・
吉
田

正
雄
（
川
辺
）
ら
の
旧
庄
屋
、
溝
井
周

之
助
・
溝
井
幸
七
ら
の
商
家
、
そ
れ
に

石
川
郡
下
の
農
民
で
し
た
。
中
で
も
神

職
で
あ
っ
た
吉
田
光
一
は
、
留
守
が
ち

な
河
野
に
代
わ
る
指
導
者
で
し
た
。

　
河
野
は
石
陽
社
成
立
と
前
後
し
て
福

島
県
（
明
治
９
年
８
月
成
立
）
庁
勤
務

と
な
り
、
そ
の
後
11
年
８
月
に
県
官
を

辞
任
し
て
本
格
的
に
政
治
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
石
陽
社
に
続
い
て
、
県
内
で
は
二
本

松
の
明
八
会
、
三
春
の
三さ

ん
し
し
ゃ

師
社
、
喜
多

方
の
愛
身
社
な
ど
、
政
社
が
続
々
と
誕

生
し
ま
し
た
。
石
川
に
は
石
陽
社
の
ほ

か
に
教
員
を
中
心
と
し
た
第
二
嚶お

う
め
い鳴
社

も
あ
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
政
社
の
連
合
体
で
あ
る
愛
国

社
は
、
国
会
開
設
の
請
願
を
決
議
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
吉
田
は
賛
同
者
を

募
る
た
め
12
年
12
月
東
北
遊
説
の
旅
に

出
ま
し
た
。
豪
雪
の
中
を
徒
歩
で
会
津

か
ら
米
沢
に
入
り
、
青
森
に
至
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
国
会
開
設
運
動
は
盛
ん

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
政
府
は
14

年
４
月
集
会
条
例
を
発
布
し
、
弾
圧
を

強
化
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
石
陽
社
も

活
動
停
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
が
、

10
月
に
政
府
は
妥
協
し
民
権
派
に
10
年

後
の
国
会
開
設
を
約
束
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
政
党
結
成
の
機
運
が
高
ま
り
、

福
島
県
の
民
権
家
の
多
く
は
自
由
党
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
政
府
は
権
力
維
持
に
有
利
な
憲
法
を

目
指
し
、
そ
の
た
め
自
由
民
権
運
動
の

撲ぼ
く
め
つ滅を

決
意
し
て
、
運
動
の
中
心
地
福

島
県
の
県
令
に
薩
摩
藩
出
身
の
三
島

通み
ち
つ
ね庸を

任
命
し
ま
し
た
。
三
島
は
国
家

転て
ん
ぷ
く覆の

陰
謀
を
口
実
に
、
15
年
11
月
末

か
ら
翌
年
１
月
に
か
け
て
、
県
会
議
長

で
あ
っ
た
河
野
以
下
の
自
由
党
員
を
逮

捕
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
福
島
・
喜
多
方

事
件
で
す
。
県
会
議
員
で
あ
っ
た
吉
田

も
逮
捕
さ
れ
て
若
松
に
送
ら
れ
、
さ
ら

に
東
京
で
裁
判
を
受
け
ま
し
た
。
河
野

ら
幹
部
は
有
罪
と
さ
れ
、
福
島
自
由
党

は
壊
滅
し
ま
し
た
。
河
野
ら
の
入
獄
中

に
「
主
権
在
君
」
の
大
日
本
帝
国
憲
法

が
で
き
、
出
獄
し
た
河
野
は
第
一
回
衆

議
院
議
員
選
挙
で
当
選
し
ま
し
た
。字下泉の吉田光一旧宅

（『石川町史』第二巻による）



白玉フルーツポンチ
［食育教室（第二保育所）］

●食改さんの　　　　　　　
　子どもたちと一緒に作ることの楽しさや美味しさを体験しました。
　フルーツポンチは数種類の果物が入っているので、人気のメニューです。
　白玉団子は楕円形にして真ん中を少し窪ませると、火のとおりも早く食べやすいです。
　シロップは缶詰がない時は、砂糖と水で出来ます。砂糖の量はお好みで調整してくださ
い。水のかわりに炭酸飲料でも美味しいですよ。
　子どもたちはすすんで果物を切ったり、白玉団子を丸めたりと楽しく出来ていました。
危ないからとか出来ないからと決めつけないで、お家でも一緒に作ってみてください。

●食改さんの　　　　　　　
　子どもたちと一緒に作ることの楽しさや美味しさを体験しました。
　フルーツポンチは数種類の果物が入っているので、人気のメニューです。
　白玉団子は楕円形にして真ん中を少し窪ませると、火のとおりも早く食べやすいです。
　シロップは缶詰がない時は、砂糖と水で出来ます。砂糖の量はお好みで調整してくださ
い。水のかわりに炭酸飲料でも美味しいですよ。
　子どもたちはすすんで果物を切ったり、白玉団子を丸めたりと楽しく出来ていました。
危ないからとか出来ないからと決めつけないで、お家でも一緒に作ってみてください。

●栄養士のひとこと
　子どもたちに食に関心や興味を持ってもらうために、食育教室を行っています。
日頃から自分たちが食べている給食がどのように出来るのか体験を通して学び、み
んなで作った料理をおいしく食べることで好き嫌いのない子どもに育ちます。
　大人になって偏食や好き嫌いのない食生活ができるかは、子どもの頃からの食事
が重要になります。普段からいろいろな食材に触れて慣れることが大切です。
　いろいろな食材を使い、切る、混ぜるなどの体験を子どもたちと一緒にして、正し
い食生活を身に付けましょう。

●栄養士のひとこと
　子どもたちに食に関心や興味を持ってもらうために、食育教室を行っています。
日頃から自分たちが食べている給食がどのように出来るのか体験を通して学び、み
んなで作った料理をおいしく食べることで好き嫌いのない子どもに育ちます。
　大人になって偏食や好き嫌いのない食生活ができるかは、子どもの頃からの食事
が重要になります。普段からいろいろな食材に触れて慣れることが大切です。
　いろいろな食材を使い、切る、混ぜるなどの体験を子どもたちと一緒にして、正し
い食生活を身に付けましょう。

●作り方
①ボウルに白玉粉を入れ、耳たぶの固
さになるまで少しずつ水を加えて練
る。
②練った生地は食べやすい大きさに丸
めて団子を作り、たっぷりのお湯が
入った鍋で茹でる。
③団子が浮いてきたら、１～２分ほど
おいてから冷水に入れる。
④果物と缶詰は食べやすい大きさに切
る。
⑤大きめのボウルに③の白玉団子と④
の果物を合わせて、シロップを加え
て混ぜれば出来上がり。

●作り方
①ボウルに白玉粉を入れ、耳たぶの固
さになるまで少しずつ水を加えて練
る。
②練った生地は食べやすい大きさに丸
めて団子を作り、たっぷりのお湯が
入った鍋で茹でる。
③団子が浮いてきたら、１～２分ほど
おいてから冷水に入れる。
④果物と缶詰は食べやすい大きさに切
る。
⑤大きめのボウルに③の白玉団子と④
の果物を合わせて、シロップを加え
て混ぜれば出来上がり。

材料（４人分）
白玉粉………………………50ｇ
水……………………………50㏄
イチゴ………………………４個
キウイ…………………１／２個
バナナ………………………１本
パイナップル缶詰……………２切
フルーツ缶シロップ………200㏄
シロップが足りない時は
　砂糖・・・・・・・・・・20ｇ
　水・・・・・・・・・・100㏄{

◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６

13 ● 広報いしかわ 8 月号

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

㏌
石
川
小
学
校

　
町
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
最
後
ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
認
知
症
の
サ
ポ
ー
タ
ー
（
理
解
者
・
支
え
る
人
）
を
養

成
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
は
石
川
小
学
校
の
６
年
生
を
対
象
に
講
座
を
開
催

し
、
病
気
の
理
解
や
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
一
緒
に

考
え
ま
し
た
。

～
受
講
後
の
感
想
か
ら
～

「
認
知
症
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
石
川
小
学
校　
６
年　
三
森　
愛ま
な
と斗

　
僕
は
、
認
知
症
の
学
習
を
し
て
分
か
っ
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
目
は
、
病
気
に
つ
い
て
で
す
。
認
知
症
が
ど
ん
な
病
気
か
と
い
う
と
、

物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
昼
食
を
食
べ
た
の
に
ま
た
食
べ

た
り
、
家
や
家
族
の
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
認
知
症
は
と
て
も
つ
ら
い

病
気
で
す
。

　
二
つ
目
は
気
持
ち
で
す
。
認
知
症
の
人
は
い
つ
も
孤
独
な
気
持
ち
の
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
な
の
で
、
怒
鳴
ら
れ
た
り
す
る
と
さ
び
し
く
な
り
、
生
き
て

い
る
の
も
つ
ら
い
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
の
で
や
さ
し
く
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
最
後
に
三
つ
目
は
、
今
日
の
思
っ
た
こ
と
で
す
。
僕
は
、
今
ま
で
認
知
症
が

ど
ん
な
病
気
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
今
日
の
授
業
で
認
知
症
と

い
う
病
気
が
ど
れ
だ
け
大
変
な
病
気
か
が
分
か
り
ま
し
た
。
僕
は
こ
れ
か
ら
認

知
症
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
か
け
た
ら
助
け
た
り
手
伝
っ
た

り
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
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◆
募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
・
保
健
師　
　
１
人

◆
受
験
資
格

　
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
。

※
保
健
師
免
許
を
有
す
る
者
又
は
平
成

26
年
3
月
（
登
録
済
証
明
書
発
行
時

期
）
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

③
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
又
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

の
者

④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降
に
お
い

て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ

と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
団
体
を

結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

平
成
26
年
度
採
用
石
川
町
職
員

（
資
格
免
許
職
）を
募
集
し
ま
す

水
道
事
業
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
各
種
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

第
63
回
福
島
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

◆
試
験
の
方
法

　
・
第
１
次
試
験
…
教
養
試
験
、

　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
試
験

　
・
第
２
次
試
験
…
小
論
文
、
面
接
試

　
　
　
　
　
　
　
　
験
、
集
団
討
論

◆
試
験
期
日
と
会
場

　
・
第
１
次
試
験
…
10
月
20
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
町
役
場

　
・
第
２
次
試
験
…
11
月
下
旬
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
町
役
場

　
　
　
　
　
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

◆
合
格
者
の
採
用

　
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
高

得
点
順
に
登
載
さ
れ
、
成
績
順
に
町
長

が
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
こ

の
採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
限
は
原

則
と
し
て
１
年
で
す
。

◆
試
験
の
申
込

①
申
込
用
紙
の
交
付

　
申
込
用
紙
は
、
総
務
課
職
員
係
で
交

付
し
ま
す
。
郵
便
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求

と
朱
書
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
込
方
法
及
び
受
付
期
間

　
8
月
5
日
㈪
～
9
月
20
日
㈮
ま
で
に
、

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総

務
課
職
員
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
）

　
申
込
用
紙
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
角

型
２
号
の
封
筒
に
採
用
試
験
申
込
と
朱

書
し
、
必
ず
簡
易
書
留
に
て
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。（
9
月
18
日
㈬
ま
で
の
消

印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
２
１
１
３

　
水
道
事
業
の
健
全
な
運
営
に
資
す
る

た
め
、
施
設
更
新
や
水
道
料
金
な
ど
事

業
運
営
全
般
に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

①
住
民
登
録
が
あ
り
、
水
道
の
使
用
者

で
あ
る
こ
と

②
町
水
道
事
業
に
関
心
が
あ
る
方

③
年
３
回
程
度
平
日
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

●
募
集
人
員　
５
人
以
内

●
任
期　
任
命
の
日
か
ら
２
年
間

●
報
酬　
会
議
に
出
席
し
た
場
合
に
５
，

７
０
０
円

●
応
募
方
法

　
所
定
の
申
込
書
又
は
任
意
の
様
式
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
職
業
、
応
募
し
た
動
機
を
記
入
し
、

郵
送
又
は
直
接
提
出
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　
８
月
26
日
㈪

●
提
出
、
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
水
道
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
１
５
０
２

 

一
般
曹
候
補
生 

◆
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

◆
申
込
締
切　
9
月
6
日
㈮

◆
試
験
日
・
試
験
会
場

　
9
月
16
日
㈪　
午
前

　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

 

自
衛
官
候
補
生 

◆
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

◆
申
込
締
切　
9
月
6
日
㈮

◆
試
験
日
・
試
験
会
場

・
男
子　
9
月
16
日
㈪　
午
後

　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

・
女
子　
9
月
24
日
㈫

　
陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

 

航
空
学
生 

◆
受
験
資
格　
高
校
卒
（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
者

◆
申
込
締
切　
9
月
6
日
㈮

◆
試
験
日
・
試
験
会
場

　
9
月
21
日
㈯

　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
白
河
地
域
事
務
所

　
　
☎
０
２
４
８
ı
２
４
ı
０
３
７
２

　
福
島
県
で
は
、
統
計
に
興
味
と
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
第
63
回

福
島
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
作
品

　
観
察
記
録
や
既
存
デ
ー
タ
な
ど
を
手

描
き
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
で
グ
ラ
フ
に
し

た
ポ
ス
タ
ー

　
テ
ー
マ
：
自
由

　
大
き
さ
：
72
・
8
㎝
×
51
・
5
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｂ
２
判
）

●
応
募
資
格　
小
学
生
以
上

●
募
集
期
限　
９
月
４
日
㈬
必
着

●
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
９
６
０
ı
８
６
７
０
（
住
所
記
載

不
要
）

　
福
島
県
企
画
調
整
部　
統
計
課

　
　
☎
０
２
４
ı
５
２
１
ı
７
１
４
３

（
小
・
中
・
高
校
生
は
、
各
学
校
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
）
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

震災復興・奥久慈清流ライン“第3回“乗ってみよう水郡線”児童絵画募集
　　水郡線活性化対策協議会では、震災復興・水郡線愛称普及を促進するため“乗ってみよう水郡線”を合

言葉に絵画を募集しています。
●募集期間　平成25年7月20日（土）～平成25年8月30日（金）
●募集対象　小学生
●応募条件　①作品は次の内容のものに限ります。
　　　　　　　・水郡線に関するもので、車両または沿線の駅舎が入っていれば題材は自由とします。
　　　　　　　・絵画は平面作品とします。
　　　　　　　・大きさは八つ切り（270㎜×380㎜）の図画用紙とし、横長に使用したものに限ります。
　　　　　　②応募はひとり一点に限ります。
　　　　　　※なお、応募された作品の権利は主催者に属し、返却はしません。
●応募方法
　小学校から配布された又は磐城石川駅に掲示されている募集チラシやホームページから応募用紙をダウンロー

ドし、描いた絵画の裏側に貼り付けて学校に提出するか、事務局まで郵送又は持参してください。
　詳しくはホームページ又は募集チラシご覧ください。
　http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/suigunsen/
●各　　賞
　小学生3部門【低学年の部・中学年の部・高学年の部】
　金賞・各部門1名、銀賞・各部門1名、銅賞・各部門1名、ＪＲ賞・各部門4名、入

選・各部門3名、努力賞・各部門5名（表彰式において、賞状・賞品を贈呈します）
　応募者全員に記念品を贈呈します。
●発表・表彰　平成25年11月上旬
●展　　示
　水郡線車両内及び磐城石川駅、磐城棚倉駅、磐城塙駅等で展示します。
　※水郡線車両掲示は、受賞作品のうち金賞、銀賞、銅賞、ＪＲ賞、入選とし、
　　努力賞は磐城石川駅に展示します。
●展示期間　平成25年11月上旬～12月下旬
●応募・問合せ先
　〒963－7893　石川町字下泉153-2
　　水郡線活性化対策協議会事務局（石川町役場総務課内）
　　第3回「乗ってみよう水郡線」児童絵画展係　☎26-9114

　
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
し
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

者
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
や
補
強
計
画

の
作
成
を
行
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

●
対
象
と
な
る
建
物

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
住
宅

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
で
、

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
戸
建
て
住
宅
【
店
舗
等
の
用
途

を
兼
ね
る
も
の
（
店
舗
等
の
用
途
に

供
す
る
部
分
の
床
面
積
が
延
床
面
積

の
1
/
2
未
満
の
も
の
）
を
含
む
】

②
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、
枠

組
壁
工
法
等
に
よ
る
木
造
3
階
建
て

以
下
の
住
宅

③
特
に
重
点
的
に
耐
震
化
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
る
住
宅
（
緊
急
輸
送
路
、

避
難
路
ま
た
は
避
難
地
等
の
沿
線
に

あ
る
住
宅
ま
た
は
高
齢
者
や
障
が
い

者
等
の
単
独
世
帯
及
び
居
住
し
て
い

る
世
帯
の
住
宅
）

●
費
用
負
担

　
派
遣
に
要
す
る
費
用
は
、
１
５
０
，

０
０
０
円
ま
で
町
が
負
担
し
、
１
５

０
，０
０
０
円
を
超
え
た
場
合
は
、
超

え
た
金
額
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限

　
12
月
27
日
㈮

●
申
込
方
法

　
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
住
宅
の
所

有
者
は
、
次
の
書
類
を
都
市
建
設
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
申
込
書

②
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
又
は
平

面
図

③
着
工
時
期
が
確
認
で
き
る
資
料
（
建

築
確
認
通
知
書
、
課
税
資
産
明
細
書

な
ど
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
建
設
課　
都
市
整
備
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
９
１
３
１
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個
人
事
業
税
の
納
期
の

お
知
ら
せ

お
盆
時
の
し
尿

汲
み
取
り
は
お
早
め
に

供
物
を
川
に流

さ
な
い
で

毎
月
勤
労
統
計
調
査

は
じ
ま
り
ま
す

つ
つ
が
虫
病
にご

注
意
を

　
個
人
事
業
税
と
は
、
事
業
を
営
ん
で

い
る
個
人
に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で

す
。
今
年
度
の
第
1
期
分
の
納
期
限
は

9
月
2
日
㈪
で
す
。
県
中
地
方
振
興
局

県
税
部
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書

に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金

融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
納
税
を

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
新
た
に
口
座
振
替
を
申
し

込
ま
れ
た
場
合
は
、
第
2
期
分
（
12
月

2
日
納
期
限
）
か
ら
の
取
り
扱
い
と
な

り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　
　
　
課
税
第
一
課　
事
業
税
チ
ー
ム

　
　
☎
０
２
４
ı
９
３
５
ı
１
２
５
１

　
5
～
29
人
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事

業
所
を
対
象
に
、「
毎
月
勤
労
統
計
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
ら
れ
た
事
業
主
の
み

な
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
回
答

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
調
査
区

　
王
子
平
、
沢
井
、
赤
羽
地
区

●
対
象
と
な
る
事
業
所

　
調
査
区
内
に
あ
る
事
業
所
の
う
ち
、

常
用
雇
用
者
が
５
人
か
ら
29
人
の
事
業

所●
期
間

　
名
簿
作
成

　
　
平
成
25
年
８
月
か
ら
９
月

　
本
調
査

　
　
平
成
26
年
１
月
～
平
成
27
年
６
月

●
調
査
事
項

　
賃
金
、
労
働
時
間
、
労
働
者
数
な
ど

●
調
査
方
法

　
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査
員
が
事

業
所
を
訪
問
し
て
調
査
し
ま
す
。

●
そ
の
ほ
か

　
調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、
統
計

法
に
よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
、
統

計
以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
安
心
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
統
計
課

　
　
☎
０
２
４
ı
５
２
１
ı
７
１
４
５

　
毎
年
、
お
盆
の
時
期
に
な
り
ま
す
と

し
尿
の
汲
み
取
り
申
し
込
み
が
大
変
多

く
な
り
ま
す
。
お
盆
前
に
汲
み
取
り
を

希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
２
７
８
４

　
風
習
な
ど
に
よ
り
、
お
盆
の
供
物
を

川
に
お
く
る
慣
わ
し
が
あ
り
ま
す
が
、

環
境
や
衛
生
の
面
か
ら
川
に
供
物
を
流

す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
供
物
は
次
の
寺
院
の
協
力
に
よ
り
一

括
処
理
を
し
ま
す
の
で
、
必
ず
町
指
定

の
袋
に
入
れ
て
お
持
ち
よ
り
く
だ
さ
い
。

●
搬
入
期
限

　
8
月
16
日
㈮
午
前
中
ま
で

●
協
力
寺
院

　
長
泉
寺
・
繁
松
院
・
薬
王
寺
・
華
蔵

寺
・
乗
蓮
寺
・
聖
徳
寺
（
中
野
）・
普

門
寺
（
双
里
）・
浄
光
寺
（
母
畑
）・
経

王
寺
（
塩
沢
）・
光
国
寺
（
曲
木
）・
東

光
寺
（
赤
羽
）・
長
福
院
（
沢
井
）・
安

養
寺
（
上
沢
井
）・
宝
海
寺
（
下
沢
井
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
町
民
生
活
課　
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
９
１
２
２

　
つ
つ
が
虫
病
と
は
、
病
原
微
生
物
を

保
有
す
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
（
ダ
ニ
の
一
種
）

に
刺
さ
れ
た
後
、
1
～
2
週
間
後
に
発

症
す
る
感
染
症
で
す
。

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
は
非
常
に
小
さ
く
肉
眼

で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
衣
類
の
隙
間
か
ら
入
り
込
み
、
刺

さ
れ
た
時
の
痛
み
も
ほ
と
ん
ど
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
症
状
は
「
発
熱
」「
発
疹
」「
刺

し
口
（
刺
さ
れ
た
部
分
が
カ
サ
ブ
タ
に

変
化
）」「
頭
痛
」「
倦
怠
感
」「
肝
機
能

障
害
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
治
療
に
は
適
切
な
抗
菌
薬
の
投
与
が

必
要
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
、

医
療
機
関
（
内
科
・
皮
膚
科
）
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　
福
島
県
は
全
国
有
数
の
つ
つ
が
虫
病

の
多
発
地
域
で
、
春
と
秋
に
患
者
発
生

の
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
予
防
と
注
意

点
は
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
小
ま
め
に

使
用
す
る
、
野
外
作
業
後
は
速
や
か
に

入
浴
、
着
替
え
を
す
る
な
ど
で
す
。
つ

つ
が
虫
病
は
人
か
ら
人
へ
は
感
染
し
ま

せ
ん
。

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
運
動
は
し

た
い
け
れ
ど
膝
や
腰
が
痛
く
て
運
動
が

で
き
な
い
。

　
そ
ん
な
方
に
、
体
へ
の
負
担
が
少
な

い
水
中
で
で
き
る
簡
単
運
動
教
室
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
9
月
13
日
～
12
月
6
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
毎
週
金
曜
日
12
回
コ
ー
ス
（
10
月
18

日
は
プ
ー
ル
清
掃
の
た
め
休
み
と
な
り

ま
す
）

●
持
参
物　
水
着
、
水
泳
帽
子
、
タ
オ

ル※
水
泳
帽
子
は
、
忘
れ
る
と
入
れ
ま
せ

ん
。

●
参
加
費　
無
料

●
場
所　
石
川
町
温
水
プ
ー
ル

●
申
込
締
切

　
　
　
　
８
月
23
日
㈮

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
８
４
１
６

水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
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公衆トイレ新築工事を行っています

ホームの段差が解消されました

切符は、磐城石川駅の「みどりの窓口」で

　石川町では、駅施設の利便性を向上
させるため、次により駅舎に隣接した
公衆トイレを新築する工事を進めてい
ます。
　工事期間中は、大変ご迷惑をおかけ
いたしますが、皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。
■工事期間
　平成25年6月1日
　　　～平成25年11月30日まで（予定）
●お問い合わせ先
　　石川町役場総務課政策推進係
　　☎26－9114

　ＪＲ東日本㈱水戸支社では、駅施設の
利便性向上のため、1番ホームと構内踏切
で2番、3番ホームへ接続する通路の段差
の解消を行いました。
　このことにより、脚の不自由な方や車
椅子利用も可能となり利用しやすくなり
ました。

　磐城石川駅では、新幹線や
ＪＲ各線の切符だけでなく、
ＪＲ高速バスの乗車券や首都
圏週末フリー乗車券など、お
得な企画乗車券の購入ができ
ます。
　ぜひ、ご利用ください。

JR磐城石川駅が利用しやすくなります
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建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主
：
建
設
業
を
営

む
方

●
対
象
と
な
る
労
働
者
：
建
設
業
の
現

場
で
働
く
方

●
掛
金
：
日
額
３
１
０
円

●
特
長

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
で
す
。

ま
た
申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費

と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課

税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

・
自
社
の
福
利
厚
生
に
便
利
な
提
携
施

設
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま

す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
退
共
支
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
退
共
福
島
支
部

　
　
☎
０
２
４
ı
５
２
３
ı
１
６
１
８

　
洗
濯
機
・
脱
水
槽
操
作
時
に
指
を
大

け
が
す
る
事
故
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

●
洗
濯
・
脱
水
槽
が
確
実
に
停
止
し
て

か
ら
洗
濯
物
を
取
り
出
し
て
く
だ
さ

い
。
洗
濯
・
脱
水
槽
が
完
全
に
止
ま

る
前
に
、
洗
濯
物
を
取
り
出
そ
う
と

す
る
と
、
衣
類
が
指
に
か
ら
ま
り
大

け
が
（
時
に
は
指
を
切
断
）
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
し
た

回
転
で
も
危
険
で
す
。

●
こ
ん
な
時
は
故
障
の
お
そ
れ
が
あ
り

危
険
で
す
。

・
脱
水
途
中
に
フ
タ
を
開
け
て
も
15
秒

以
内
に
洗
濯
・
脱
水
槽
が
止
ま
ら
な

い
時

・
フ
タ
ロ
ッ
ク
が
解
除
さ
れ
て
も
（
脱

水
終
了
音
が
鳴
っ
て
も
）、
洗
濯
・

脱
水
槽
が
止
ま
ら
な
い
時

　
こ
の
よ
う
な
と
き
は
速
や
か
に
ご
購

入
の
販
売
店
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
一
般
社
団
法
人
日
本
電
機
工
業
会　

洗
濯
機
安
全
啓
発
活
動
参
画
会
社
お

問
い
合
わ
せ
先

　
Ｌ
Ｇ 

E
l
e
c
t
r
o
n
i
c
s 

J
a
p
a
n
株
式
会
社

　
☎
０
１
２
０
ı
８
１
３
ı
０
２
３

　
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社

　
☎
０
１
２
０
ı
０
７
８
ı
１
７
８

　
東
芝
ホ
ー
ム
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
株
式

会
社

　
☎
０
１
２
０
ı
５
８
４
ı
４
８
８

　
ハ
イ
ア
ー
ル
ア
ク
ア
セ
ー
ル
ス
株
式

会
社

　
☎
０
１
２
０
ı
８
８
０
ı
２
９
２

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

　
☎
０
１
２
０
ı
８
７
１
ı
３
５
３

　
（
三
洋
電
機
製
は

　
☎
０
２
７
６
ı
６
１
ı
９
８
２
６
）

　
日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
株
式
会
社

　
☎
０
１
２
０
ı
３
１
２
１
ı
１
１

　
三
菱
電
機
株
式
会
社

　
☎
０
１
２
０
ı
１
３
９
ı
３
６
５

※
受
付
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
平
成

25
年
４
月
１
日
か
ら
定
期
予
防
接
種
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン

と
の
因
果
関
係
を
否
定
で
き
な
い
持
続

的
な
疼と
う
つ
う痛が

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
特
異

的
に
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
副
反
応
の

発
生
頻
度
等
が
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、

国
民
に
適
切
な
情
報
提
供
が
で
き
る
ま

で
の
間
、
定
期
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨

す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。（
平

成
25
年
6
月
14
日
付
け
厚
生
労
働
省
健

康
局
長
勧
告
）

　
こ
れ
を
受
け
て
、
石
川
町
で
は
、
現

在
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
積

極
的
な
接
種
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
対
象
者
の
う
ち
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
定
期
接
種
と
し
て
接
種
で
き
ま
す
が
、

医
療
機
関
と
相
談
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
有
効
性
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
を
十
分

に
理
解
し
た
う
え
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

●
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
情
報
）

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/

bunya/kenkou/kekkaku-
kansenshou28/

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
８
４
１
６

　
子
ど
も
の
読
書
に
つ
い
て
学
び
た

い
！
読
み
聞
か
せ
の
技
術
を
学
び
た
い
、

高
め
た
い
！
と
思
っ
て
い
る
方
を
対
象

に
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

　
研
修
会
に
参
加
し
、
子
ど
も
達
の
読

書
活
動
を
応
援
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
主
催　
福
島
県
教
育
委
員
会

●
日
時 

【
１
日
目
】
概
論
的
研
修

　
　
９
月
19
日
㈭

　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
45
分

【
２
日
目
】
実
務
的
・
実
践
的
研
修

　
　
９
月
20
日
㈮

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

【
３
日
目
】
事
例
に
学
ぶ
研
修
・
交
流

を
深
め
る

　
　
９
月
28
日
㈯

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所  

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

●
受
講
料　
無
料

●
そ
の
他　
３
日
間
の
受
講
を
原
則
と

し
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
２
５
６
６

平
成
25
年
度
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
研
修
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的

な
接
種
勧
奨
の
差
し
控
え
に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

洗
濯
機・脱
水
槽
事
故

防
止
に
つ
い
て
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福
島
県
で
は
、
弁
護
士
に
よ
る
対
面

の
法
律
相
談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

　
な
お
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

事
前
相
談
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
願
い
ま
す
。

●
実
施
場
所
・
日
時

　
○
白
河
商
工
会
議
所
2
階
交
流
室

　
　
　
　
（
白
河
市
道
場
小
路
96
‐
5
）

　
　
8
月
1
日
㈭
、
8
月
8
日
㈭
、

　
　
8
月
22
日
㈭

　
　
時
間
：
午
後
1
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
3
時
50
分

　
○
福
島
県
合
同
庁
舎
第
4
会
議
室

　
　
　
　
（
郡
山
市
麓
山
１
ı
１
ı
１
）

　
　
8
月
7
日
㈬
、
8
月
21
日
㈬
、

　
　
8
月
28
日
㈬

　
　
時
間
：
午
後
1
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
3
時
50
分

●
相
談
内
容

　
原
子
力
損
害
賠
償
に
関
す
る
法
律
相

談●
相
談
料　
無
料

●
相
談
時
間　
30
分

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
窓
口

　
　
☎
０
２
４
ı
５
２
３
ı
１
５
０
１

　
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
白
河
市
及
び
須
賀
川
市
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
月
に
１
度
無
料
相
談
を

行
い
ま
す
。

　
※
両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
の
上
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
前
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
内
容

　
不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相
続
・

遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成

年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
、
震
災

に
よ
る
困
り
事
相
談
な
ど

●
開
催
日
時
及
び
場
所

◎
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
2
階

（
白
河
市
本
町
2
番
地
）

　
8
月
1
日
㈭
、
9
月
5
日
㈭

（
時
間　
午
後
5
時
か
ら
午
後
8
時
）

◎
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
2
階

　
Ｏ
Ａ
研
修
室

（
須
賀
川
市
八
幡
町
１
３
４ 

番
地
）

　
8
月
22
日
㈭
、
9
月
19
日
㈭

（
時
間　
午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
）

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

（
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
12
時
半
、
午
後
1
時

半
か
ら
4
時

　
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
４
８
ı
２
３
ı
１
７
８
５

　
年
金
申
請
及
び
年
金
受
給
額
に
つ
い

て
の
ご
相
談
で
す
。
ま
た
、
厚
生
年
金

の
あ
る
方
は
原
則
、
市
町
村
の
窓
口
で

手
続
き
が
で
き
な
い
た
め
、
出
張
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　
8
月
22
日
㈭

●
出
張
相
談
会
場

　
石
川
町
総
合
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

●
相
談
時
間

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
相
談
内
容

　
老
齢
年
金
及
び
受
給
者
死
亡
に
関
す

る
相
談

●
予
約
受
付

　
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
ı
９
３
２
ı
３
４
３
４

※
予
約
電
話
は
８
時
30
分
～
17
時
15
分

ま
で
で
す
。

●
日
時

　
8
月
9
日
㈮

　
8
月
23
日
㈮

　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
３
７
９
３

　
町
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
相
談

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
8
月
24
日
㈯

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

　
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

祖
父
母
の
み
な
さ
ん
、
保
育
所
に
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
。
第
一
・
第
二
保
育
所

で
は
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
一
緒
に
遊
ん
で
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
各
保
育
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
第
一
保
育
所
（
☎
２
６
ı
２
３
２
０
）

・
日
時　
8
月
28
日
㈬

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
11
時

●
第
二
保
育
所
（
☎
２
６
ı
１
３
８
７
）

・
日
時　
8
月
7
日
㈬

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
11
時

　
役
場
新
庁
舎
の
基
本
設
計
業
務
に
つ

い
て
は
、
技
術
力
や
経
験
、
体
制
な
ど

を
含
め
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
提
案
書
）

の
提
出
に
よ
り
、
設
計
者
を
選
定
い
た

し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
提
案

に
基
づ
く
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
公
開
に
よ
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
会
場
の
関
係
上
入
場
制
限
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希

望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
育
所
に
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か

役
場
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
委
託

の
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す

『
司
法
書
士
総
合
相
談
』

の
お
知
ら
せ

郡
山
年
金
事
務
所
に
よ
る
予
約
制

の
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

原
子
力
損
害
賠
償
巡
回

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

定
例
行
政
相
談

心
配
ご
と
相
談

●
日
時　
8
月
19
日
㈪

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

●
場
所　
石
川
町
総
合
体
育
館

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

●
提
案
者　
町
が
指
名
し
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
参
加
意
思
表
明
を
し
た
4
社

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
総
務
係　

☎
２
６
ı
２
１
１
１

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
９
１
２
１

　
（
平
日　
午
前
8
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
5
時
15
分
）
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　福島空港利用促進協議会では、国際定期路線の再開に向け国際チャーター便及び再開後の国際定期路線の利用
を支援するため、経済団体等に補助金を交付し利用促進を図っています。

●対象事業
　経済団体等の皆様が自ら企画・立案し主体となる事業で、10名以上を参加者とし、福島空港の次のいずれかの
航空便を利用する団体旅行が対象となります。
　1　国際定期路線を就航していた航空会社による国際チャーター便（上海・ソウル）
　2　再開後の国際定期便（平成25年5月現在運休中）
　※募集型企画旅行を利用する場合も対象となります。

●対象団体
　・商工会、商工会議所、農協等の経済団体
　・その他、福島空港の利用促進に資する活動を行う非営利の団体等で、知事が特に認めるもの

●対象事業（以下の要件を全て満たすこと）
　・前記団体等が自ら企画・立案し、主体となる事業であること（募集型旅行を利用する場合も含む）
　・営利を目的としないこと。
　・次のいずれかの航空便を利用する事業であること（原則として往復利用とする）
　　ア　福島空港の国際定期路線を就航していた航空会社により運航され、発着地を上海又はソウルとする
　　　　国際チャーター便を利用する事業であること
　　イ　福島空港の国際定期路線を利用する事業であること（平成25年5月運休中）
　・1事業当たり、10名以上の参加者があること。

●対象経費
　・企画立案に要する経費（旅行会社への企画委託料等を含む）
　・渡航費、就航先で実施する交流等に要する経費、その他事業の企画及び実施において要する経費

●補助金
　次により算出した額の合計額（上限300，000円）と事業の実施に要する経費の合計額を比較して、低い方の金
額を補助額とする。
　・往復利用の場合
　　　利用者1人当たりの補助単価15，000円×利用者数
　・なお、行程上の都合などにより、やむを得ず片道利用とならざるを得ないと認められる場合には、補助単価

を前記の半額として積算した金額により算出する。

●ソウルチャーター便の運航予定日
　・8月23日（金）～25日（日）
　・9月14日（土）～16日（月・祝）、21日（土）～23日（月・祝）
　・10月4日（金）～ 6日（日）、18日（金）～20日（日）
　・11月2日（土）～ 4日（月・祝）、22日（金）～24日（日）
　・12月6日（金）～ 8日（日）、21日（土）～23日（月・祝）
　※詳しくは、福島空港ホームページに掲載しています。http://www.fks-ab.co.jp/

●お問い合わせ先
　総務課政策推進係　☎26－9114
　福島空港利用促進協議会（福島県空港交流課内）
　☎024－521－7127

福島空港からの国外旅行を企画しませんか
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企画展『ペグマタイトの記憶』開催のお知らせ
　石川町では、たくさんの鉱物が確認され、「日本三大ペグマタイト産地」として全国にその名を知られています。
なかには、「ウラン」や「トリウム」といった量的に大変少ない元素を含んだ鉱物も含まれています。これらは、「レ
アアース」とよばれ、ニュースにもしばしば登場しています。これが、今回の企画展の主役「希元素鉱物」です。
　石川地方の希元素鉱物の研究は、明治時代までさかのぼります。なかでも、学法石川高等学校の創立者、初代
校長森嘉種氏は、中央の学者とも交流を図り、石川の希元素鉱物を世に広めました。そして、この鉱物をめぐっ
ては、太平洋戦争末期に歴史が生まれました。当時の旧制石川中学校の生徒を動員してのウラン鉱掘りです。軍
部は、敗色の濃くなった戦局を何とかしようと、「原子爆弾」の製造研究（二号研究）を開始し、その材料とな
るウランを本町で集めたのでした。
　本企画展は、新発見の資料を多数揃え、石川の希元素鉱物とそれをめぐる人々の動きを、特に戦時中、戦後に
中心をおいて展示するものです。戦後70年を迎えるにあたって、この歴史を知る人も僅かになってきました。ど
うぞ、大切な町の歴史を、その目で直に御覧になり、後世に語り伝えていただきたいと思います。

●開催期間　7月27日（土）～11月30日（土）
　開催時間　午前9時～午後4時（入館は午後3時30分まで）
　休 館 日　毎月曜日（月曜日が祝日の場合、翌日が休館）
●場　　所　石川町立歴史民俗資料館（問い合わせ先：26－3768）　　　　
●観 覧 料　無料

石川中学校生徒60人を含めた集合写真
（昭和20年5月15日　石川町字大内）

「みんな おいでヨ たのしい絵本」読み聞かせ会

希元素鉱物の選鉱工場
（現在の石川町公民館付近）

　小さいお子さんを対象に読み聞かせ会を開催します。
　楽しい内容の絵本をたくさん朗読しますので、みなさん、ふるって
ご来場ください。
●日　時　　平成25年8月24日（土）　午前10時～午前10時30分
●場　所　　石川町公民館　図書室
●テーマ　　チョッピリこわい、おばけの話
※事前の申し込みは不要ですので、直接会場へお越しください。

お問い合わせ先…石川町公民館　☎２６-２５６６　FAX２６-４９９２
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　風しんは、妊娠初期の妊婦がかかると、目、耳、
心臓などに障害を持つ「先天性風しん症候群」の赤
ちゃんが生まれる可能性があります。町では「先天
性風しん症候群」を予防するため、免疫の不十分な
方に対する予防接種費用の助成を開始します。
1　対象者
　接種当日の時点で、石川町に住所を有し、次のい
ずれかに該当する方
　（１）妊娠を予定または希望している女性
　（２）妊娠している女性の夫（婚姻関係を問わない）
　（３）妊娠を予定または希望している女性の夫
　注）次に該当する方は対象外といたします。
＊麻しん風しん混合ワクチンまたは風しんワクチン

の接種歴が２回ある方
＊明らかに風しんにかかったことがある方
＊妊婦または妊娠している可能性のある方
＊妊婦に抗体がある場合は、その妊婦の夫は除く
２　対象期間
　平成25年4月1日㈪～平成26年3月31日㈪まで
3　助成額
　①抗体検査費用　１回5,100円
　②予防接種費用
　　風しんワクチン　１回7,000円
　　麻しん風しん混合ワクチン　１回10,000円
※石川郡内指定医療機関での抗体検査、予防接種費

用を町が負担します。（窓口負担はありません）
※平成25年4月1日㈪～平成25年7月31日㈬までに

抗体検査や予防接種を受けた方、指定医療機関以
外で検査及び接種された方については、上記金額
を上限として費用を助成します。

4　検査方法および接種方法
　指定医療機関に直接お申し込みください。予診票
は指定医療機関に置いてあります。
　持参物：健康保険証や運転免許証（現住所を確認
できるもの）、接種を受ける方の母子健康手帳
※妊婦の夫の場合、妊婦の母子健康手帳又は写し

【指定医療機関】※必ず事前に予約を入れてください。
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

石川中央医院 26-2024 大野診療所 26-2615
添田医院 26-2538 田中内科医院 26-3333
中島医院 26-3415 やまもと内科クリニック 26-8311
味原医院 57-2054 あつうみ内科医院 37-1544
ひらた中央クリニック 25-1414 角田内科医院 36-2067
ふるどのクリニック 32-1114

5　すでに、抗体検査・予防接種を受けた方の
　　助成申請方法
　必要書類を持参の上、石川町保健センターでお手
続きください。
◆必要書類等
　領収書の原本、予診票の写し、通帳の写し（振込
希望先のわかるもの）、印鑑
※妊婦の夫の方は、妊婦の母子健康手帳又は写し

国民健康保険被保険者証
（個人カード）を送付しました
いたします。
社会保険等に加入された方は届け出を!!
　すでに社会保険等に加入されている場合は、国保脱
退の届け出が必要となります。
　お勤め先等より交付された社会保険(国民健康保険
組合)の保険証(該当者全員分)、国民健康保険被保険
者証、印鑑をご持参のうえ国保年金係窓口にて届け出
をお願いいたします。
保険証は大切に保管しましょう!!
　保険証は身分証明に使用されることも多く、知らな
いうちに悪用される可能性があります。大切に保管し、
紛失しないように心がけてください。
　なお、保険証を紛失されたり、汚れたりして使用で
きなくなったときには、申請により再交付を受けるこ
とができます。

保険証を送付しました!!
　国民健康保険証は７月末に世帯主の方あてに、加入
者全員の保険証（個人カード）をまとめて送付してお
りますので、保険証が届いていない方は国保年金係ま
でご連絡ください。
保険証の記載内容の確認を!!
　保険証が届いたら氏名などの記載内容に誤りがない
か確認をしてください。
　内容に誤りがあった場合は自分で訂正せずに国保年
金係までご連絡ください。
保険証の有効期限に注意!!
　新しい保険証の有効期限は、平成26年７月31日です。
　ただし、８月以降、後期高齢者医療制度に該当する方、
退職被保険者で65歳を迎える方は有効期限が異なります。
　いずれも、有効期限が来る前に新しい保険証を送付

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

自殺対策予防標語
「家族愛・地域の愛で自死防止」

風しん予防接種費用
助成事業のお知らせ

●お問い合わせ先　保健センター　☎26－8416





編集後記
　暑い日が続き、今年も全国各地で熱
中症になる人が多くいます。熱中症を
予防するには適時水分を補給したり、
暑さを避ける工夫をしたりすることが
大切です。夏は暑くて苦手な人もいる
かもしれませんが、様々な催しや夏な
らではのレジャー、子どもたちには夏
休みがあるなど楽しい季節でもありま
す。熱中症にならないように上手に体
調管理をして、夏を楽しみましょう。

（佐久間）

表紙の写真

第３１6回第３１6回

沢　田
児童館

【施設紹介】
　自然豊かな環境の中で、3歳児から5歳児までの51名が生活
しています。プールで泳いでいる子どもたちの歓声と、蝉の声
が大合唱となりにぎやかです。なわとび、フープ、竹馬、登り棒、
鉄棒などの遊びで体力作りをし、絵本の読み聞かせ、絵本の貸
し出しなどを通して、心身ともに健やかな育ちを願っています。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

石川小学校　６年　  芳賀　公要さん

Ｑ．毎日の通学などで気をつけていることは？
Ａ．ぼくは、いつも横断歩道を渡る時は、信号が青にな

っても車が来ないか確認してから渡っています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．ぼくの将来の夢は、サッカー選手になることです。

世界でも通用するプレイヤーになりたいです。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
こうよう

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

１６，９１８人（　△３２）
（  ）内前月比●７月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

８，２３４人（　　  ２）
８，６８４人（　△３４）
５，７３１戸（　△２０）

　第二保育所に通う長谷部　優希（ゆうき）く
ん、希愛（のあ）ちゃん、弟の光希（こうき）くん、
祖父の利春さん、祖母の礼子さんです。

　第二保育所に通う長谷部　優希（ゆうき）く
ん、希愛（のあ）ちゃん、弟の光希（こうき）くん、
祖父の利春さん、祖母の礼子さんです。

再生紙を使用しています

年長　すみれ組16名
　プランターで野菜栽培をしています。（二十日大根・ミニトマト・なす・ピーマン・じゃがいも・ミニキャロットなど）
　「育つのがうれしい！」という思いや「においや色が楽しい！」という感覚、そして「食べ物の旬」が体験できます。ふだん食べている野菜もみ
んな生きているんだということが感じられます。


